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 校長 窪田 剛久 

新１年生が入学して、１ヶ月が過ぎようとしています。新しい環境に少しずつ慣れ、小学生
らしい姿勢や振る舞いが身に付いてきました。これからも様々な行事や学習を通して少しずつ
成長し、一歩一歩前に進む姿を想像すると、楽しみでしかたがありません。 

様々な行事や学習と言えば、学校では行事や学習を行うにあたって、必ずめあてや目標を設
定します。その行事を通して、児童にどんな資質・能力を身に付けさせたいのか、その学習の
単元目標や本時の目標は何かなど、教員は常に目標を意識して業務を遂行しています。ではな
ぜ目標が必要なのでしょうか。 
目標を設定せずに物事を進めていくというのは、目的地を決めずに歩き続けるようなものだ

と言われます。どこへ進めばよいかも分からないまま歩き始めても、ゴールにたどり着くこと
はできません。行動を起こす場合も同じであり、何を目指すのかが分からないままでは、何を
やっても正しいのか間違っているのか分からないことになります。もし、目標設定しない状態
が続けば、何をすることが正解なのか分からないため、自分からは動き出すことができませ
ん。誰かの指示に従って動くしかないため、周りからの指図を待つだけの受け身姿勢になって
しまう可能性があります。このような状況下では、自身の主体性を発揮することも困難です。 

川井小学校では「中期学校経営方針」の中に、小中一貫ブロックで「９年間で育てる子ども
像」として「主体性を身に付け、互いの良さを認め合う心豊かな子ども」と位置付けていま
す。このような姿を実現するためにも、目標は不可欠であると言えます。また４月号で紹介し
た学校スローガン「まちに、人に、自分に、かんどう！わくわく！いきいき！かわいっ子！」
のもととなっている本校の学校教育目標にも「基礎基本を身につけ、自ら判断し、主体的に活
動できる子ども」とうたっています。学校教育目標がそもそも目標ですが、そこに掲げられた
「主体性」の獲得に向けて、まさに目標が不可欠なのです。 

先日開催された WBCから今現在のメジャーリーグに至る
まで大活躍を続けている大谷翔平選手ですが、彼が高校時
代に作成した目標達成シート「マンダラチャート」はあま
りにも有名ですね。彼が今現在の偉業を成し遂げるヒント
が、このシートの中にあります。中心に大きな目的を掲
げ、それを達成するための中目標を八つ、取り囲むように
配置します。またその八つの中目標を達成するために、さ
らに具体的な小目標を八つ、中目標それぞれの周囲に配置
します。「あいさつ」や「ゴミ拾い」「部屋そうじ」など、
小目標はとても具体的で、行動に移しやすいものとなって
います。この具体性こそ、目的に近づいていくための大き
なヒントとなっています。以前朝会で子ども達にこんな話
をしたことがあります。来年、来月、来週、どんな「自
分」になりたいのかを考えるのもいいことだが、明日、今

日の午後、次の時間にはどんな「自分」でいたいのかを考えることが「今を生きる」というこ
とではないか。つまり、遠い未来の目的を達成するためには、すぐ近くの具体的な目標を一つ
一つ大事にしていこうと伝えたのです。スモールステップと言われることもあります。ステッ
プが小さければ、全ての子が勇気をもって歩みを前に進められるのではないでしょうか。 
大谷選手が小さな目標一つ一つを大切にしたように、川井小学校でも子ども達の小さな一歩

を大切にしながら、その背中を押し続けていきたいと思っています。 
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